
 

 
２学期を迎えて 

 
                       校 長  新堀 栄 
 
「４１.８℃」…８月５日に「群馬県伊勢崎市」で、日本観測史上最高気温が

観測されました。さいたま市でも同日、３９.７℃の歴代 1 位の最高気温を観測！ 
毎年言われることですが、今年の夏休みも連日の酷暑で、毎日の生活にも支

障があったのではないでしょうか。まだまだ、暑い日が続きます。熱中症ととも
に、新型コロナ変異株 NB.１.８.１（ニンバス）にも注意が必要です。 
さて、３９日間の長い夏休みが終わり、学校には元気な子どもたちの声がか

えってきました。子どもたちの声が学校に溢れています。 
子どもたちの声が聞こえるというのはいいものです。学校が学校らしくなり

ます。学校が生きている感じがします。学校の主役はやっぱり子どもたちです
ね。 
今日から、いよいよ２学期です。夏休みは計画通りに過ごせましたか？厳し

い暑さの夏休みでしたが、大きな事故や病気もなく、みんな元気に登校してく
れたことを何よりも嬉しく思っています。子どもたちの安全確保にご協力いた
だいた保護者の方々、盆踊りや夏祭り等、楽しい企画をたくさん用意していた
だいた地域の皆様、どうもありがとうございました。この夏休みの間に、子ども
たちはふだんできない経験をし、キラキラと光る楽しい思い出をたくさんつく
ったことでしょう。また、貴重な体験の中で新たな気付きや発見があったこと
と思います。子どもたちが１学期に培った力と夏休みに蓄えたエネルギーとを
存分に活用して、これから始まる２学期を充実したものにできるよう、教職員
も力を合わせて指導していきたいと心を新たにしているところです。 

2 学期は、授業日数が最も多い学期です。また、運動会、自然の教室、修学旅
行、遠足、校外学習、合同音楽会など、行事も目白押しです。 
教室で行う授業だけでは得ることのできない感動や驚き、発見があり、子ど

もの心を突き動かすような体験活動になるよう、しっかりとねらいをもち、学
びを深める取組を行っていきます。保護者の皆様には、今学期も引き続き、本校
の教育活動にご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
日中の陽射しはまだ強く、校庭では蝉の声が名残惜しげに響いています。し

かし、夕暮れの風には少しだけ涼しさが混じり、夜には虫の音が耳に心地よく
届くようになりました。季節はゆっくりと、でも確かに歩みを進めています。ま
だまだ夏の真ん中にいるような日々ですが、空の高さや夕暮れの色に、ほんの
少しだけ秋の気配が混じりはじめました。2 学期もどうぞよろしくお願いしま
す。 
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